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■
丈
生
間
に
於
け
る
尾
攻
落
の
宗
打
改
盆
本
珂
草
）
丁
九
西
比一か
画
尾
張
一番
に
切
支
丹
基
行
が
設
置
さ
れ
た
の
は
寛
文
元
年
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
同
年
三
月
美
濃
阿
醜
雌
子
に
切
支
丹
承
布
へ
、
共
の
よ
尾
張
囲
境
に
多
く
の
切
支
丹
を
孜
見
す
る
に
下
ろ
た
こ
と
に
依
る
も
の
で
、
端
詫
公
御
清
世
記
に
一
五
月
存
胃
伸
日
付
海
保
獅
兵
■
一言
利
支
丹
本
行
二
有
而
夜
仰
付
御
加
増
式
百
有
御
足
ば
式
拾
人
仰
頂
ケ
、
江
戸
へ
罷
下
公
義
言
利
支
丹
本
行
北
株
安
力
守
股
ま
り
い
疫
有
乏
、
彼
宗
之
計
物
等
卍
決
有
之
去
え
、
依
之
御
日
付
高
力
七
兵
行
儀
ハ
営
役
衆
持
二
而
獅
兵
行
二
指
副
相
勤
候
様
二
技
仰
付
。
■
は
ハ
無
乏
御
家
中
へ
仰
掲
廻
り
召
仕
男
女
等
手
形
を
相
改
御
ネ
門
御
制
法
自
北
ｋ
最
重
」
と
あ
り
、
松
千
三
太
夫
が
切
支
丹
本
行
に
な
つ
た
日
は
不
明
で
あ
る
が
再
治
日
記
の
寛
文
元
年
八
月
十
九
Ｈ
の
体
に
一，松
ギ
三
大
大
海
保
獅
兵
街
苫
利
丹
本
行
工
成
比
役
始
テ
出
来
」
と
あ
つ
て
、
海
保
菊
兵
街
の
切
支
丹
香
行
に
な
つ
た
の
は
五
月
晦
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
八
月
十
九
日
に
切
支
丹
奉
行
に
な
つ
た
”
は
な
千
三
太
夫
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
車
ほ
正
事
証
九
月
五
日
の
僚
に
「
去
月
な
十
三
太
夫
海
保
締
役
に
被
仰
付
」
と
あ
る
こ
と
に
体
つ
て
も
知
れ
る
。
切
支
丹
本
行
の
職
掌
は
切
支
丹
の
査
械
召
姉
歌
化
で
あ
る
が
小
島
氏
加
蔵
文
書
（
史
九
二
各
二
抗
九
十
二
更
）
を
い〕
　
見
る
と
切
支
丹
奉
行
設
置
を
境
と
し
一
、後
の
召
布
人
数
が
共
の
以
前
よ
り
は
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
は
、
前
に
′、
　
は
、
共
の
ヨ
立
ち
た
る
人
物
の
校
峯
、
そ
れ
に
は
て
其
の
後
の
召
恥
の
行
は
れ
る
準
備
の
時
靭
で
あ
つ
た
角
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
切
支
丹
奉
行
つ
設
置
と
共
に
査
検
も
椅
級
に
召
締
も
大
規
模
に
な
る
に
至
つ
た
事
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
部
ち
幕
府
と
同
数
な
る
工
名
内
切
支
丹
本
行
の
年
命
を
見
た
事
に
尾
張
落
に
於
け
ろ
切
支
丹
取
締
乃
重
大
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
海
保
軸
兵
行
は
江
戸
に
下
向
し
て
北
僚
安
房
守
よ
り
「
彼
の
宗
酌
の
書
物
等
卍
決
」
を
受
け
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
現
わ
ら
く
実
刊
斯
苦
記
に
兄
る
コ
不
門
年
堪
心
持
の
事
」
や
キ
府
長
刊
の
切
支
丹
本
行
井
上
筑
後
守
の
取
前
「
筑
後
守
件
天
連
へ
不
寿
を
か
け
、
中
詰
め
、
こ
ろ
ば
せ
中
候
論
議
」
等
の
も
の
を
指
示
さ
れ
て
査
な
つ
「
告
授
」
を
う
け
た
も
の
で
あ
ら
う
。
巌
有
随
殴
押
賃
記
に
同
年
二
月
七
日
の
僚
に
手
府
Ｈ
付
森
川
小
左
荷
門
が
一美
濃
囲
丈
主
致
介
務
奉
り
崚
給
ふ
」
と
あ
る
ｔｔ
、
こ
れ
は
美
挫
切
支
丹
の
召
布
が
抜
木
領
内
で
か
つ
た
角
で
切
支
舟
を
江
戸
に
護
Ｌ
ｆ
る
■
で
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
濃
が
、
切
支
丹
ほ
名
古
屋
の
牛
合
に
居
る
事
で
あ
つ
た
か
ら
切
支
丹
召
術
に
は
句
論
切
支
丹
奉
行
の
創
設
に
甘
つ
て
は
何
か
と
参
ま
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
か
も
如
れ
な
い
。
切
支
丹
奉
行
に
は
二
十
名
の
足
軽
ぶ
附
虚
せ
し
め
ら
れ
て
直
接
■
対
な
ど
に
従
事
し
た
で
あ
ら
う
が
一
方
、
習
書
方
日
帳
の
寛
文
元
年
九
月
九
日
の
様
に
「今
度
切
支
丹
御
改
〓
付
御
代
官
給
人
等
念
ラ
ス
押
改
怪
致
者
有
之
候
哉
惣
御
領
分
中
児
処
せ
候
横
ニ
ト
之
仰
事
ニ
テ
御
馬
廻
役
廿
人
校
仰
付
雨
人
蛇
十
手
ユ
分
ケ
相
廻
ル
告
上
と
あ
つ
て
賃
行
き
る
よ
に
到
つ
た
事
は
疑
な
く
、
勿
論
こ
れ
は
地
方
の
宗
円
改
の
受
禁
ｆ
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ふ
ヤあ
■
ッ
百
牲
町
人
め
宗
門
改
の
た
め
に
、キ
丁請
状
な
り
寺
手
ル
を
と
ろ
こ
と
に
な
つ
た
の
も
此
の
後
の
九
月
か
ら
の
事
で
あ
る
と
思
な
れ
る
。
勿
論
或
る
場
所
に
於
い
て
は
営
時
の
成
台
情
勢
に
理
い
ら
れ
て
共
れ
以
前
に
寺
討
状
が
一要
求
さ
れ
て
ゐ
た
所
か
わ
り
、
之
に
羽
つ
た
時
代
の
と
の
が
今
後
上
に
現
に
れ
て
来
な
い
と
断
言
出
末
な
い
が
、
此
た
で
は
牛
に
一
般
の
場
合
を
云
ふ
だ
け
で
あ
る
。
Ｉ
事
記
め
五
丈
元
年
七
月
班
日
の
様
に
一
告
晰
吉
利
切
文
丹
堅
年
準
有
て
、
侍
や
、
並
町
中
百
姓
寺
之
山
々
召
仕
の
ま
と
も
宗
旨
の
寺
話
扶
止
候
様
に
比
文
年
間
に
於
い
る
た
英
落
一
宗
門
改
（柴
爵
死
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
闘
| _
於
け
の
尾
握
毒
の
不
厨電
二→ふ
:】')く>
免
Ci')r〕)
(■ '1ジ
寛
文
年
間
に
於
げ
る
た
張
藩
の
宗
胡
改
α
本
国
亮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
と
隅
廻
り
」
云
々
と
有
る
が
「
共
後
横
井
十
郎
左
行
門
、
山
内
治
太
夫
寺
注
木
行
に
校
戊
使
」
と
あ
る
十
一文
五
年
の
記
事
が
両
作
に
含
★
れ
て
ゐ
る
馬
に
寛
文
五
年
以
後
に
な
つ
て
附
加
や
提
入
が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
お
り
多
少
記
事
に
疑
を
有
た
と
る
こ
と
に
な
る
か
Ｉ
事
記
の
他
の
個
虎
に
あ
る
同
年
九
月
の
僚
に
「
御
掘
面
々
召
仕
百
姓
並
知
行
所
百
姓
支
配
方
吉
利
丹
〓
刊
相
改
、
ま
付
以
卜
保
輸
兵
衛
松
千
三
太
夫
宛
名
に
て
差
出
候
様
、
仰
家
中
へ
被
仰
出
右
事
輯
９
案
文
雨
入
方
よ
り
廻
る
」
の
記
事
に
依
り
、
少
な
て
も
此
の
時
よ
り
安
一書
を
通
じ
て
行
は
れ
る
宗
門
改
ぶ
賃
施
の
連
び
に
達
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
此
事
は
尾
落
令
篠
に
あ
る
宗
門
改
に
先
立
つ
て
寺
院
ヘ
の
寛
文
元
年
八
月
十
五
日
の
ｒ御
毎
田
中
寺
持
諸
出
家
へ
被
仰
出
之
境
」
に
は
つ
て
も
知
れ
寺
院
と
手
門
攻
の
情
一勢
を
知
る
の
で
あ
つ
て
「
一
、
新
規
に
旦
那
に
寝
中
度
■
甲
者
は
能
々
吟
味
致
少
も
あ
や
し
き
者
を
旦
那
圧
仕
間
致
事
。　
一
、
古
利
支
丹
御
政
を
か
こ
つ
け
危
予
一か
ら
ぎ
る
者
を
も
旦
那
に
致
候
伐
を
令
難
溢
泄
物
ま
い
な
ひ
を
請
て
ユ
郡
に
致
候
者
可
毎
出
事
。　
一
、
惣
而
旦
那
宗
旨
と
改
候
者
或
十
旨
は
不
改
候
共
常
々
の
執
行
何
に
而
も
あ
や
し
き
事
於
有
之
ほ
唯
今
連
の
桟
は
勿
論
由
今
以
後
も
御
戎
下
の
キ
は
町
未
行
熱
日
の
寺
Ｌ
熱
田
奉
行
在
々
に
有
之
寺
は
目
奉
行
迄
可
中
瓶
者
危
敦
者
難
有
候
之
或
は
見
か
へ
し
聞
か
へ
し
或
令
油
断
不
中
改
造
ひ
て
は
共
の
科
可
枚
車
事
」
と
か
つ
て
此
の
記
事
は
主
と
し
て
訂
現
に
ユ
那
に
頓
ん
で
木
た
者
に
当
す
る
祀
事
で
、
寺
請
状
其
物
に
就
い
て
は
述
ペ
ら
れ
て
わ
な
い
が
取
調
べ
は
寺
討
状
に
よ
る
の
が
長
も
便
利
で
あ
る
か
ら
恐
ら
く
旦
那
●
頂
む
の
は
此
の
キ
院
の
話
明
書
を
得
る
た
め
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
勿
論
寺
討
状
に
な
ら
す
と
も
寺
院
の
話
言
だ
け
に
依
ろ
取
調
べ
も
可
計
で
あ
る
か
ら
、
寺
討
状
の
存
在
を
確
言
す
る
だ
け
の
材
料
を
持
ち
合
せ
て
ゐ
な
い
が
、
た
ゞ
寺
請
紙
で
は
な
い
が
宗
門
一
札
と
云
ふ
も
の
が
武
士
の
間
か
ら
も
取
ら
れ
た
事
か
ら
推
し
又
這
校
め
事
荷
を
考
へ
合
せ
斯
く
考
へ
る
の
が
安
首
で
あ
ら
う
。
此
の
寛
文
年
間
の
武
士
の
宗
門
一
札
ほ
共
の
書
式
が
前
述
の
九
“
五
日
の
様
に
複
い
て
「
我
等
〓
旨
何
共
何
寺
何
方
何
ユ
那
召
仕
知
行
所
百
姓
支
配
方
何
も
仰
隅
つ
通
、
不
残
宗
門
相
政
の
険
へ
共
怪
敦
者
無
之
御
に
候
以
上
、
年
坂
月
日
　
名
書
判
、
な
千
三
太
夫
海
保
駒
兵
行
宛
名
也
後
年
一
札
目
走
初
」
と
あ
っ
て
寺
院
の
諭
明
は
な
る
れ
て
め
な
い
の
ほ
階
級
制
度
の
巌
存
す
る
世
に
僣
幡
が
武
士
の
身
分
を
誇
明
す
る
常
程
を
附
興
す
る
の
に
は
博
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
角
で
あ
ら
う
。
此
に
特
に
奇
異
の
感
を
抱
か
せ
る
の
は
高
治
日
記
等
に
よ
れ
ば
、
領
・円
に
多
く
の
切
支
丹
を
出
し
た
大
山
城
主
成
瀬
正
虎
が
寛
文
元
年
九
月
二
十
四
日
刺
髪
し
た
事
と
同
年
四
月
熱
田
固
通
寺
和
荷
熱
日
而
宜
千
秋
紀
伊
守
ぶ
邪
教
の
故
を
以
て
篠
島
に
流
罪
と
な
つ
た
事
で
あ
る
が
、
誇
明
者
の
立
場
に
あ
る
僣
偶
自
身
の
身
柄
を
話
明
す
る
も
の
が
無
い
の
は
一
應
制
度
の
不
備
の
様
に
考
ヘ
ら
れ
る
。
然
し
此
の
期
の
不
備
は
懸
賞
に
な
る
訴
人
の
奨
瀞
と
五
人
組
制
度
と
の
併
用
に
て
殆
ど
完
壁
と
見
て
よ
か
ら
う
。
瑞
杭
公
仰
治
世
記
等
の
寛
文
元
年
七
月
士
八
日
の
僚
に
「
御
闘
従
一公
義
故
仰
出
吉
利
支
丹
宗
門
御
制
法
御
書
付
三
通
御
家
中
へ
廻
ル
」
と
ぁ
り
、
こ
れ
は
古
義
に
軍
見
文
元
丑
七
月
面
々
知
行
百
球
町
人
百
姓
五
人
組
を
定
、
産
屋
町
年
寄
無
油
跡
者
利
支
丹
之
儀
相
改
候
様
松
仰
渡
上
と
あ
る
の
は
忍
ら
く
憲
教
類
典
四
ノ
一
六
の
寛
女
元
年
七
月
凶
日
の
改
元
に
依
る
領
内
の
切
支
丹
訴
人
の
制
札
の
書
改
め
と
、
五
人
純
に
関
す
る
幕
府
の
令
に
直
接
開
聯
せ
る
文
書
で
あ
つ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
宗
門
改
に
際
し
て
の
百
雄
町
人
の
五
人
組
旦
那
寺
に
依
る
取
締
に
就
い
て
は
意
致
類
典
四
ノ
一
六
の
承
は
三
年
正
月
の
記
事
以
後
媛
々
見
出
さ
れ
る
し
、
大
成
令
凹
三
の
高
治
二
年
六
月
廿
三
日
の
篠
に
依
る
と
幕
府
切
支
丹
本
行
北
作
安
房
守
、
日
付
森
川
小
左
術
門
が
伊
豆
守
列
産
の
下
に
壺
高
石
以
上
の
大
小
名
の
家
末
ヒ
集
め
て
述
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
質
際
た
於
い
て
は
五
人
紐
制
度
も
革
に
楽
に
編
成
が
行
は
れ
て
居
る
だ
け
で
は
運
用
が
困
難
で
あ
り
、
必
十
五
人
紐
十険
な
り
、
宗
門
技
帳
の
存
在
を
作
つ
て
始
め
て
制
度
の
機
能
を
強
年
す
る
こ
と
が
出
末
よ
う
。
そ
れ
故
に
比
の
現
に
幕
府
の
威
令
に
依
る
五
人
紐
湖
度
の
膜
跡
と
思
ほ
れ
る
古
義
の
五
人
紐
の
項
に
「
寛
永
十
九
年
承
麟
三
己
年
御
図
奉
行
御
法
皮
書
十
人
網
と
有
之
」
と
あ
つ
た
り
、
切
支
丹
の
密
集
地
帯
や
一
部
の
地
に
五
一
九
七
見
女
年
間
に
於
け
る
尾
長
訴
の
宗
門
改
（柴
田
完
）
r i11ゃ 、
寛
文
章
門
に
於
ｒ
岳
尾
張
語
の
宗
円
改
Ｑ
一（露
ヽ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
入
組
の
事
が
見
比
こ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
五
人
紐
制
皮
が
尾
確
落
全
枝
に
渉
り
質
際
の
運
用
が
行
は
れ
た
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
な
か
ら
う
。
此
の
専
は
斉
栗
見
削
集
所
載
．
寛
文
五
年
正
ヽ
晦
高
の
キ
献
不
行
の
間
に
「
町
人
百
■
底
五
人
組
ラ
一定
れ
」
と
あ
る
こ
上
に
は
つ
て
も
少
な
く
も
ま
だ
五
人
紐
よ
糾
拙
さ
れ
な
い
場
所
が
あ
つ
た
室
ホ
知
れ
よ
う
。
〓
女
元
年
以
後
五
年
寺
破
奉
行
が
設
置
こ
れ
る
ま
で
寺
請
状
よ
り
或
は
宗
門
一
札
に
よ
る
宗
門
改
が
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
た
か
な
か
現
在
共
つ
鶏
を
明
ら
か
に
す
る
材
料
を
有
ち
合
せ
て
ゐ
な
い
か
ら
疑
間
と
し
て
置
く
よ
り
仕
方
が
な
い
。
先
に
引
用
せ
る
Ｉ
事
記
の
覚
文
元
年
九
月
五
用
の
記
事
に
「
後
年
の
一
札
自
是
和
」
と
あ
る
も
の
の
。
こ
れ
ほ
必
す
Ｌ
も
寛
文
九
年
以
夕
引
改
い
て
一
札
の
宗
門
改
が
行
は
れ
た
と
云
ふ
意
味
と
は
な
ら
な
い
し
、
蔦
治
日
記
の
寛
文
刊
年
二
月
廿
日
の
篠
内に
「
日
付
衆
よ
り
晦
状
廻
る
一
季
出
番
之
時
分
二
候
間
宗
門
改
召
抱
候
様
に
従
公
義
校
仰
出
住
知
行
取
百
吐
等
宗
門
改
可
中
）油
在
候
千
利
文
丹
制
オｔ
ｉ古
く
成
兄
衆
候
は
立
直
し
候
へ
と
の
伎
也
」
と
あ
つ
て
百
オ
の
宗
門
改
の
キ
も
あ
る
が
こ
れ
も
そ
の
期
は
明
ら
か
で
な
い
。
召
使
つ
埴
障
に
開
し
て
は
幕
府
の
令
と
し
て
寛
文
二
年
正
月
廿
ネ
ロ
に
前
人
を
立
て
る
こ
と
を
命
じ
て
ゐ
る
が
、
切
支
丹
や
類
族
が
、
「
い
の
中
に
も
時
代
の
文
化
の
鹸
津
を
受
け
ん
と
望
む
な
ら
ば
僕
距
と
な
る
車
ｉｔ
、
仕
等
に
と
つ
て
と
か
に
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
見
え
る
数
作
の
清
路
の
最
も
注
目
に
使
す
る
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
幕
府
が
本
会
人
の
「宗
旨
改
」
を
令
し
て
ゐ
ろ
の
代
理
由
が
あ
る
と
云
な
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
止
の
間
切
支
丹
の
取
調
や
亮
分
は
途
攻
行
な
れ
て
あ
た
事
は
小
島
三
保
女
氏
文
書
等
に
は
つ
て
明
か
で
一か
る
。
完
文
五
年
切
丈
ル
手
行
は
茂
さ
れ
て
、
新
に
寺
荘
奉
行
が
誠
け
ら
れ
、
切
支
丹
京
門
改
の
事
誌
を
引
祐
ぐ
事
に
な
つ
た
。
端
記
公
御
台
件
工
記
の
甘
れ丈
二
年
正
月
の
候
に
二
月
寺
茂
な
〔
堤
、〓
ｘ
仰
付
杖
井
十
郎
一九
行
門
賄
胎
投
仰
ほ
山
一円
治
太
夫
脚
脚
触
倣
抑
句
式
人
並
十
人
共
一仰
歩
行
ま
り
朴
汚
丹
け
、
一仰
切
米
一式
拾
石
行
林
甘
生
単
一Ａ
持
人
先
伸
孜
ケ
御
領
奈
一寺
店
十
一部
”
噺
社
研
柵
械
歩
Ｆ‐■
え
十近
年
耶
オ世
蚕
門
、小件
徒
↑
叶
天
逆
し
箕
多
御
制
禁
二
付
詰
士
直
下
町
在
進
と
一
切
指
布
而
宗
門
相
改
」
と
あ
つ
て
著
孜
類
典
の
■
文
円
年
十
一
月
十
五
日
め
幕
店
の
各
に
「
宝
島
有
以
上
之
画
女
は
今
度
如
被
仰
―彗ｉ…
候
伐
人
を
走
、
家
中
並
領
内
も
毎
年
無
油
断
可
湘
改
革
」
と
あ
り
、
此
に
開
柿
し
て
本
行
の
名
依
の
変
更
と
人
物
う
移
動
が
行
は
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
斯
て
葉
栗
見
聞
集
所
戴
の
寺
戒
左
行
の
寛
文
五
年
正
月
中
日
の
下
吉
に
見
る
如
く
、
「
御
領
分
中
は
未
だ
宗
円
の
残
共
有
之
曲
候
開
、　
町
絶
仕
迄
は
師
）人
百
と
画
々
召
仕
之
者
二
至
迄
、
缶
午
ょ
り
毎
年
二
月
中
旬
廊
度
手
形
を
来
、
年
々
の
手
形
娘
世
、
従
公
義
御
尋
之
節
指
出
候
桜
可
仕
は
、
右
手
形
雅
候
義
不
念
趣
に
お
い
て
は
角
越
度
事
」
と
な
し
↓
町
人
百
姓
ほ
五
人
組
を
た
め
、
町
午
寄
庄
圧
無
お
け
面
た
召
使
之
イ
エ
至
二
迄
墜
芝
今
撃
」
す
る
中
を
命
じ
同
じ
く
二
月
問
日
の
行
に
は
す
月
九
月
の
召
使
の
出
贅
時
期
と
手
形
に
抗
い
て
規
定
し
て
め
る
が
、
端
廟
御
事
録
に
「
二
月
四
日
寺
庇
基
行
明
出
今
年
よ
り
二
月
九
月
女
宗
門
可
構
改
旨
」
と
み
る
。
女
と
あ
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
召
使
の
事
を
あ
る
。
二
月
二
十
二
鳳
に
は
、
武
士
の
一
札
北
出
の
形
式
を
述
べ
て
今
度
吉
利
交
丹
宗
門
を
度
御
敢
に
付
ネ
自
分
の
宗
旨
並
紐
同
心
支
配
之
方
、共
他
召
使
の
者
、
百
片
等
迄
空
磐
と
を
、
料
者
共
方
へ
一
札
右
出
す
事
を
令
し
、
提
処
の
範
間
を
定
め
て
「
御
直
空
よ
り
同
心
衆
迄
法
今
寛
斗
に
て
毎
年
一
札
に
，
不
平
候
、
併
し
三
十
人
升
よ
り
以
下
の
輩
は
年
年
耐
主
づ
生
寺
手
ル
共
取
琶
可
投
中
」
と
し
提
出
千
校
、
提
出
期
日
に
就
い
て
述
べ
て
且
一‐以
後
組
同
心
支
蠅
有
之
衆
仰
役
春
」
を
「
紅
同
心
支
配
の
内
へ
新
規
に
入
」
の
時
一
れ
を
出
す
事
と
命
じ
て
ゐ
る
。
此
に
宗
門
改
と
云
鼻
よ
り
は
賃
に
服
務
に
当
す
る
検
拶
と
ｉ
誓
と
孝
ャ意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
。
然
し
上
の
武
七
の
一
札
百
雄
町
人
〓
使
の
手
形
に
よ
る
宗
西
改
と
に
如
毎
な
る
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
武
士
の
京
門
一
札
の
宝
文
年
間
に
於
け
る
尾
景
落
の
宗
再
改
（柴
掘
売
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
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(1'こ 〕
寛
文
年
間
に
於
け
る
弓
長
諄
の
宗
朽
改
（集
□
亮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇
〇
例
は
名
古
屋
市
民
政
治
編
中
に
久
々
里
衆
の
差
出
し
た
も
の
が
舟
載
さ
れ
て
ゐ
ろ
ぶ
先
に
掲
載
ぜ
る
正
事
記
の
寛
女
元
年
の
一
札
と
比
較
し
て
見
る
と
大
幡
同
一
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
ヨ
一否
巨
替
甲
峡
者
眉
出
些
り
る
事
を
記
述
し
又
「
知
行
所
百
妊
の
義
は
二
人
組
を
中
付
、
手
形
亮
致
、
共
上
庄
屋
組
頭
に
手
形
馬
致
、
キ
手
形
を
も
取
置
中
候
事
」
と
あ
る
事
で
百
姓
な
五
人
組
に
よ
る
宗
門
改
を
行
た
事
が
特
に
目
に
立
つ
事
項
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
比
の
一
札
は
葉
栗
見
酌
集
の
寛
文
五
年
二
月
千
一二
日
の
囲
に
「
依
此
一
札
の
案
文
別
紙
指
越
侯
間
未
月
十
五
日
迄
の
内
に
可
被
指
出
候
」
と
あ
る
案
文
に
よ
つ
た
も
の
と
見
る
が
よ
か
ら
う
。
此
の
考
に
誤
り
が
な
い
と
す
る
と
、
尾
張
語
に
於
い
て
は
百
姓
な
此
時
、
五
人
組
の
手
形
に
加
へ
て
「
寺
手
形
を
も
取
置
」
ぐ
と
こ
ろ
の
宗
門
改
を
行
つ
た
と
云
は
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
斯
く
見
て
爽
る
と
、
二
人
組
の
手
形
は
キ
手
形
な
る
寺
院
の
護
明
書
と
分
離
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
期
か
ら
見
て
後
世
に
よ
く
見
う
け
ら
れ
る
宗
門
改
帳
で
は
な
く
、
五
人
組
帳
で
あ
つ
た
と
見
て
ま
か
ら
う
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
寛
文
賞
書
に
「
営
二
月
二
月
よ
り
知
行
所
百
姓
宗
両
人
別
改
始
ル
」
と
あ
る
記
事
を
根
張
と
し
て
宗
門
人
別
女
帳
の
存
在
を
主
張
す
る
事
は
無
理
で
あ
ら
う
。
同
じ
く
久
々
皇
衆
の
一
札
の
内
に
「
拙
者
妻
子
切
支
丹
宗
門
に
而
無
御
座
候
並
召
仕
之
者
男
女
宗
旨
午
磐
仕
候
鹿
危
敦
者
無
御
庄
候
、
則
其
者
之
身
分
手
形
寺
手
形
と
も
致
さ
せ
取
置
申
候
事
」
と
あ
つ
て
、
家
長
は
衆
の
企
員
の
調
査
は
勿
論
知
行
所
の
百
姓
の
み
な
ら
す
人
に
な
つ
て
は
前
述
の
如
く
「
組
同
心
支
配
之
芳
々
…
…
迄
年
磐
」
の
責
務
を
名
十店
さ
れ
て
ゐ
る
詳
で
あ
り
武
士
も
三
十
人
衆
以
下
の
も
の
と
な
れ
ば
毎
年
二
度
寺
手
形
を
取
置
く
事
を
必
要
と
し
た
。
寛
文
完
書
に
翠
旦
一月
二
月
よ
り
知
行
所
百
姓
宗
門
人
劇
改
始
ル
」
と
あ
る
の
ほ
比
の
様
な
る
人
刺
改
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
然
し
此
の
宗
門
改
も
伸
々
容
易
な
事
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
全
語
を
寸
勤
し
て
五
人
組
の
小
集
国
を
人
弔
的
技
術
的
に
組
織
す
る
に
告
つ
て
は
、
勿
論
、
市
臣
神
村
を
阜
住
と
し
、
距
離
の
近
接
等
の
地
理
上
の
都
合
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
人
と
人
と
の
町
柄
の
感
席
の
複
雑
さ
は
此
の
時
代
と
云
へ
ど
も
、
僅
か
に
一
二
の
示
喩
を
以
て
沿
し
去
る
詳
に
は
行
く
安
ヒ
〕
そ
れ
の
み
で
な
く
宗
門
改
は
村
里
に
あ
つ
て
は
知
行
す
る
各
々
の
武
士
の
一嬉
ま
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
ｓ
知
行
所
の
錯
雑
せ
る
も
の
は
二
人
組
の
結
成
に
於
い
て
宗
門
改
に
於
い
て
、
困
難
を
加
へ
た
で
あ
ら
う
。
前
一れ
の
正
月
の
濁
状
は
宗
・門
手
形
の
提
出
を
二
月
中
旬
と
し
な
が
ら
、
二
月
に
至
れ
ば
楽
月
十
五
日
迄
と
し
結
局
四
月
中
旬
迄
に
延
引
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
一事
は
半
を
示
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
此
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
と
云
へ
や
う
。
こ
れ
が
特
に
切
支
丹
の
提
億
と
も
云
ふ
べ
き
土
地
と
な
れ
ば
衛
丈
で
あ
る
。
尾
張
画
西
北
偶
つ
美
濃
と
の
歯
境
の
地
、
丹
初
葉
栗
の
雨
郡
は
新
の
如
き
土
地
と
云
ふ
こ
と
が
出
衆
る
で
あ
ら
う
。
正
公
御
側
年
考
議
に
「寛
文
二
年
二
月
丹
死
郡
葉
栗
郡
雨
郡
近
年
切
支
丹
宗
門
徒
大
分
有
之
御
仕
置
唆
者
共
彼
宗
刊
類
門
也
、
依
之
雨
郡
給
人
御
春
孜
下
、
不
残
御
代
官
所
二
被
仰
付
追
々
春
地
出
る
」
と
あ
り
、
古
義
に
は
三
月
九
日
の
篠
に
「
丹
勉
郡
の
内
近
年
切
支
丹
宗
門
の
者
多
茂
候
付
愛
長
も
有
之
大
勢
の
結
人
に
而
は
せ
ん
と
く
等
に
迷
惑
可
仕
候
給
人
分
知
行
所
御
春
可
技
下
旨
御
意
候
旨
御
薗
本
行
所
よ
り
を
知
行
所
取
方
へ
鯛
出
す
、
此
節
丹
材
郡
給
人
不
残
春
地
に
相
成
共
内
成
年
人
正
殴
竹
山
城
守
殿
生
因
殴
知
行
所
は
改
布
之
不
相
拳
」
と
あ
つ
て
、
知
行
所
番
を
行
つ
て
切
支
丹
召
捕
と
宗
門
改
に
高
全
を
期
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
成
瀬
氏
の
如
き
は
、
衆
地
の
度
き
歴
史
上
の
位
置
か
ら
も
所
替
は
容
易
で
は
な
い
。
た
と
へ
先
代
正
虎
と
切
支
丹
宗
門
と
の
開
係
に
一
應
の
疑
惑
を
掛
け
得
る
も
の
の
寛
文
元
年
班
に
利
髪
じ
、
寛
支
三
年
名
古
屋
に
て
卒
去
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
徒
米
よ
り
の
朱
地
と
の
密
接
な
る
関
係
が
あ
れ
ば
こ
を
切
友
丹
の
召
諦
も
宗
門
改
も
容
易
で
あ
つ
た
と
云
ほ
れ
よ
う
。
比
の
賂
座
「
高
木
村
吉
利
支
丹
紋
召
姉
候
貸
」
を
見
れ
ば
確
め
ら
れ
よ
う
。
竹
越
生
駒
雨
氏
？
如
き
も
大
泄
之
と
同
じ
理
由
に
依
つ
て
知
行
所
の
変
更
が
行
は
れ
な
か
つ
た
も
の
で
「
改
有
之
不
相
春
」
と
ほ
此
の
如
き
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
と
干
Ｈ
こ
合
キ
る
こ
長
軍
Ｄ
煮
「
′
史
駐
ボ
コ
え
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
一
(1丹T)
二
０
二
■
Ｈ
鼓
め
瓜
■
は
二
人
紀
の
結
！成
，
あ
る
ば
力≡
り
で
は
無
く
一，由
分
手
弔
」
を
認
め
伴
な
い
様
な
も
の
が
多
い
時
性
の
事
で
あ
り
又
近
ま
せ
ろ
写
所
に
■
手
形
を
得
べ
き
千
丘
■
あ
る
と
は
限
ら
な
い
事
で
あ
つ
て
、
後
者
の
不
使
は
市
井
に
於
〓
甚
だ
し
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
此
の
事
一は
利
使
を
求
め
る
者
を
し
て
、
進
法
を
行
ふ
に
至
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
市
術
に
苦
一伏
す
る
切
文
丹
や
類
候
の
乗
す
べ
き
横
怯
は
此
め
革
に
あ
る
め
千
ｉあ
つ
て
彼
等
の
生
命
と
目
由
と
は
一
に
此
の
連
法
に
託
さ
れ
て
ゐ
ろ
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
木
よ
う
。　
〓
占
市
花
編
堅
一掛
所
時
，
手
方
状
宇
、
寺
耐
オ
留
に
依
れ
ば
類
族
に
所
稼
あ
る
者
を
代
々
旦
那
の
如
く
侮
り
て
手
形
せ
し
た
め
に
通
放
せ
ら
れ
し
作
幅
が
あ
り
、
預
挨
わ
女
を
妻
に
し
て
侍
屋
話
状
に
討
人
の
な
い
と
こ
ろ
を
課
判
し
て
請
人
の
判
形
の
出
を
偏
り
申
立
て
主
、
醍
刑
に
虚
せ
ら
れ
■
才
未
居々
ろ
パ
斐
喪
兄
酌
午
に
も
兄
ら
れ
る
切
支
丹
並
に
類
族
の
取
調
ぺ
に
航
い
て
は
大
慢
に
於
い
て
一‐小
ユ
氏
所
病
文
書
の
年
腎
十
イ一重
技
す
る
故
―‐告
す
る
こ
と
に
す
る
。
》
「獅
記
公
仰
清
廿
証
つ
寛
丈
七
年
二
月
十
八
ヨ
の
僚
に
　
寺
戒
本
行
切
支
■
宗
岡
改
並
十
四
係
技
仰
出
御
家
中
精
幡
」
と
あ
る
事
は
■
事
聴
筆
に
な
れ
ば
一
先
々
切
支
＋
宗
門
の
者
共
七
百
四
十
五
人
他
に
免
呑
子
十
四
人
七
日
廿
八
日
召
捕
入
宇
」
と
あ
り
、
輸
記
・公
御
治
故
記
め
十
だ
め
棟
に
一‐９
文
丹
手
門
徒
在
々
百
姓
年
升
叫
罪
二
千
人
許
」
と
か
る
こ
と
を
考
へ
合
せ
て
見
て
恐
ら
く
切
友
丹
放
■
者
並
に
類
後
に
当
す
る
官
捕
と
一
般
の
宗
円
改
に
開
す
る
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
比
め
召
希
に
は
つ
て
切
支
号
ち
大
鰐
に
於
い
て
根
絶
七
Ｌ
ち
の
と
見
え
て
、琳
乱
庇
様
御
Ｌ
記
寛
支
七
年
十
二
月
十
四
日
の
作
に
一
御
位
置
追
々
ｒ・在
仰
付
御
領
内
、右
宗
門
之
者
大
方
又
断
を
候
付
右
之
越
０
支
≡
奉
行
共
へ
御
年
者
を
以
て
御
進
有
と
」
Ｌ
み
つ
て
江
戸
に
報
告
し
て
ゐ
る
（〕
竜
義
に
な
れ
ば
「寛
女
八
年
二
月
者
利
文
丹
モ
親
類
モ
て
ヽ
右
手
ル
を
取
つ
て
可
為
↓
若
共
者
切
文
井
二
市
も
主
人
二
御
構
有
之
問
敦
旨
上
十
一掘
一れ
て
差
り
、
こ
れ
は
一
面
ダ
〓
丹
の
布
減
の
た
め
の
王
大
き
と
迎
年
の
切
支
舟
”
取
締
め
の
俊
康
き
に
な
つ
て
宮
使
の
沸
氏
に
よ
る
生
活
の
不
使
を
痛
切
に
感
す
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
此
め
事
は
一
ノ
官
市
史
資
料
所
載
最
惨
寺
文
書
に
よ
る
と
四
年
後
の
寛
文
十
二
年
「
丹
何
部
共
外
き
り
し
た
ん
出
候
村
々
と
者
召
抱
候
は
面
た
Ｌ
店
候
故
存
付
不
宙
由
ホ
に
相
聞
候
き
り
し
た
ん
近
き
親
類
縁
デ！十
一
而
も
寺
ノ
手
形
討
状
取
世
宅
仕
取
甲
候
伎
少
ち
不
吉
慌
電
然
■
号
戸
オ
一づ
し
た
ん
二
而
ち
十
一人
仰
構
は
有
之
問
致
候
有
之
逸
伸
意
Ｆ
」
と
あ
る
に
よ
つ
て
も
知
れ
よ
う
。
新
く
て
瑞
詫
公
仰
注
十
記
寛
文
八
年
五
月
八
日
の
係
に
「
毎
抗
二
月
十
一
月
雨
度
克
改
茶
Ｆ
へ
共
今
年
よ
り
十
一
月
改
押
忠
向
後
毎
年
二
月
二
月
相
改
る
」
こ
と
に
な
つ
た
。
年
爾
臣
の
宗
門
改
の
三
年
閣
あ
試
煉
を
れ
て
キ
手
形
と
五
人
細
候
に
な
る
宗
的
改
な
之
等
を
全
梢
的
に
合
し
た
大
槌
に
於
い
て
便
利
な
宗
門
人
別
改
帳
に
な
る
宗
問
改
に
ま
で
何
時
控
展
す
る
に
至
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
孜
令
類
婆
の
寛
文
十
一
年
の
記
事
か
ら
禁
し
て
、
尾
張
一活
に
於
い
て
も
此
の
年
か
ら
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
此
の
鞘
は
新
ら
し
き
材
料
の
変
見
に
期
待
す
る
外
は
な
い
。
切
支
丹
屯
減
後
に
於
い
て
な
宗
円
歌
つ
存
井
生
土
と
し
て
一
般
人
に
槌
一Д
の
存
立
を
示
指
す
る
方
便
に
止
ま
る
も
の
と
は
は
れ
る
も
の
の
、
宗
門
人
別
改
帳
が
整
備
す
れ
ば
自
ら
現
今
の
戸
穀
と
同
様
な
る
役
目
を
呆
し
得
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
り
、　
一
面
騒
乱
一
策
の
投
索
た
も
利
用
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
徳
川
時
代
の
治
安
維
持
に
開
聯
し
て
考
禁
す
べ
き
事
事
の
一
つ
で
あ
ら
う
。
電
丈
生
門
に
於
庁
る
た
長
率
の
宗
問
改
〔
柴
田
克
）
二
〇
三
